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ブドウの着色促進技術

島根大学 生物資源科学部

教授 松本 敏一

近
年
、
赤
色
系
や
黒
色
系
ブ
ド
ウ
の
着

色
不
足
が
現
場
で
大
き
な
問
題
と
な
っ
て

お
り
、
こ
れ
は
地
球
温
暖
化
に
よ
る
夜
温

の
上
昇
が
お
も
な
原
因
の

一
っ
と
い
わ
れ

る
。
こ
の
対
策
と
し
て
、
栽
培
現
場
で
は

環
状
は
く
皮
や
反
射
シ
ー
ト
の
マ
ル
チ
敷

設
、
ア
ブ
シ
ジ
ン
酸
肥
料
な
ど
が
用
い
ら

れ
て
い
る
。
環
状
は
く
皮
は
、
光
合
成
産

物
の
地
下
部
へ
の
転
流
を
一
時
的
に
遮
断

す
る
こ
と
で
果
実
の
糖
度
上
昇
や
果
皮
色

向
上
に
効
果
が
あ
る
と
い
わ
れ
る
。
し
か

し
、
は
く
皮
に
よ
り
樹
体
が
衰
弱
す
る
こ

と
が
あ
る
ほ
か
、
癒
合
部
に
害
虫
が
入
り

や
す
く
な
る
な
ど
の
問
題
も
あ
る
。
ま

た
、
反
射
シ
ー
ト
の
マ
ル
チ
敷
設
は
、
作

業
な
ど
で
シ
ー
ト
が
汚
損
し
や
す
く
な
る

た
め
、
反
射
効
率
の
低
下
や
耐
用
年
数
が

短
い
と
い
う
問
題
が
あ
っ
た
。
そ
こ
で
著

者
ら
は
、
一
文
字
整
枝
な
ど
の
よ
う
な
直

線
的
な
枝
配
置
の
ブ
ド
ウ
の
主
枝
に
平
行

に
シ
ー
ト
を
カ
ー
テ
ン
状
に
配
置
す
る
方

法
を
開
発
し
、
こ
れ
に
よ
る
果
皮
の
着
色

は
じ
め
に

今
回
紹
介
す
る
白
色
反
射
シ
ー
ト
（
商

品
名
ニ
ア
ュ
ポ
ン
タ
イ
ベ
ッ
ク
七

0
0
A
 

G
、

一
五
O
cm
幅
、
丸
和
バ
イ
オ
ケ
ミ
カ

ル
昧
）
は
、
ポ
リ
エ
チ
レ
ン
製
の
不
織
布

で
ア
ル
ミ
蒸
着
シ
ー
ト
よ
り
光
の
反
射
率

が
高
い
。
ま
た
、
光
を
乱
反
射
す
る
こ
と

で
昆
虫
の
正
常
な
行
動
の
阻
害
す
る
こ
と

か
ら
、
ア
ザ
ミ
ウ
マ
や
ア
ブ
ラ
ム
シ
類
に

対
す
る
防
除
効
果
も
実
証
さ
れ
て
い
る
。

し
か
し
、
白
色
反
射
シ
ー
ト
は
他
の
マ
ル

チ
資
材
よ
り
比
較
的
高
価
で
あ
る
こ
と
が

普
及
上
の
問
題
と
な
っ
て
い
る
。
そ
こ
で
、

こ
れ
を
解
決
す
る
た
め
、
白
色
反
射
シ
ー

ト
を
棚
か
ら
垂
直
に
吊
る
す
カ
ー
テ
ン
方

式
に
よ
る
ブ
ド
ウ
の
着
色
促
進
効
果
を
検

討
し
た
。

写
真
①

の
よ
う
に
、
白
色
反
射
シ
ー
ト

を
ブ
ド
ウ
棚
の
番
線
や
パ
イ
プ
な
ど
に
文

具
用
ダ
ブ
ル
ク
リ
ッ
プ
や
パ

ッ
カ
ー
で
固

定
し
吊
る
す
。
シ
ー
ト
は
風
で
揺
れ
る
た

白
色
反
射
シ
ー
ト
の
カ
ー
テ
ン

処
理

向
上
効
果
を
明
ら
か
と
し
た
。
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トンネルメッシュ園での白色カーテン設置
（垣根仕立て）

表2 「伊豆錦」における白色反射シートのカーテ
ン処理のシート幅が果実品質におよぽす影響

写真②

赤
ワ
イ
ン
品
種
「
カ
ベ
ル
ネ
・
ソ
ー

ビ
ニ
ョ
ン
」
の
実
施
例

こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ
た
。

め
、
太
陽
光
が
乱
反
射
す
る
こ
と
で
棚
下

に
あ
る
ブ
ド
ウ
の
葉
に
効
率
良
く
光
が
当

た
る
こ
と
に
な
る
。
筆
者
ら
は
、
カ
ー
テ

ン
処
理
、
マ
ル
チ
処
理
お
よ
び
無
処
理
に

お
け
る
主
枝
下
―
―
-o
cmの
位
置
の
照
度
を

測
定
し
た
と
こ
ろ
、
カ
ー
テ
ン
処
理
区
に

お
け
る
上
向
き
の
照
度
は
マ
ル
チ
処
理
区

赤
ワ
イ
ン
用
の
ブ
ド
ウ
に
つ
い
て
も
着

色
不
良
が
問
題
と
な
っ
て
い
る
。
そ
こ
で
、

前
述
の
白
色
反
射
シ
ー
ト
の
カ
ー
テ
ン
処

塁

， 

カーテン幅
糖度 酸度 アントシアニン含量

（゚Brix) (%) OD at 530nm 

150 crn 18. 1 b 0.43 a 0. 78 a 

100cm 18. 7 a 0. 37 a 0. 74 a 

50cm 18.0 b 0.41 a 0.49 b 

無処理 17.8 b 0.43 a 0.45 b 

Tukeyの多重検定により 、異なるアルファベット間では 5%水準で有意差

あり

表3 「カベルネ・ソービニョン」における白色
反射シートのカーテン処理が果実品質におよ
ぽす影響

処理区
10粒重 糖度 果皮色 酸度

(g) （゚Brix) (CC値） （％） 

カーテン処理区 14. 5 a 19. 3 a 6.4 a 0. 38 

マルチ処理区 11. 7 a 18. 3 ab 6. 2a 0. 31 

無処理区 13. 3 a 16. 9 b 4. lb 0. 52 

写真① トンネルメッシュ園での白色カーテン設置
（一文字整枝）

表 1 「伊豆錦」における白色反射シートのカーテン処理が
果実品質におよぽす影響

の
半
分
程
度
で

あ
っ
た
が
無
処
理

区
の
二
倍
以
上
と

な
り
、
ま
た
、
横

向
き
の
照
度
は
マ

ル
チ
処
理
区
と
無

処
理
区
を
大
き
く

上
回
っ
た
。
し
た

が
っ
て
、
カ
ー
テ

ン
処
理
に
よ
り
、

ブ
ド
ウ
樹
棚
下
の

光
環
境
が
著
し
く

向
上
し
た
こ
と
を

確
認
し
た
。

島
根
大
学
生
物
資
源
科
学
部
附
属
本
庄

総
合
農
場
（
松
江
市
）
に
植
栽
の
短
梢
剪

定
一
文
字
整
枝
に
よ
る
ト
ン
ネ
ル
メ
ッ

シ
ュ
栽
培
の
ブ
ド
ウ
「
伊
豆
錦
」
を
用
い
、

ベ
レ
ゾ
ー
ン
期
に
白
色
反
射
シ
ー
ト
を
圃

場
内
に
設
置
し
た
。
写
真
①
で
示
す
と
お

理を垣根仕立ての「カベルネ・ソー

ビニョン」を用い、その有効性を検

討した。写真②で示すように、垣根

仕立ての栽培では、果粒軟化期にト

ンネルメッシュの九mmアルミパイプ

にパッカーで一五ocrn幅の白色シー
トを固定し、マルチ区、無処理区と

比較した。その結果、カーテン処理

区とマルチ処理区における収穫時の 処理区
果房重

着粒数 l ft)重
糖度

果(CC皮値色） (g) （゚Brix)

カーテン処理区 510.8 b 34. 3 a 14.4 a 20. 1 a 7. 5 a 

マルチ処理区 495.0 b 34. 5 a 13. 8 a 19. 6 a 6.6 be 

無処理区 584.8 a 40.8 a 13.0 a 18.8 a 5. 8 bd 

Tukeyの多重検定により、異なるアルファベット間では 5%水準で有意差あり

黒
色
ブ
ド
ウ

「
伊
豆
錦
」
の
実

施
例

り
、
主
枝
と
平
行
に
配
置
さ
れ
て
い
る
ト

ン
ネ
ル
メ
ッ
シ
ュ
ハ
ウ
ス
の
棚
線
（
主
枝

よ
り
約
二

ocm上
）
に
文
房
具
用
ダ
ブ
ル

ク
リ
ッ
プ
を
用
い
て
約

―
m
間
隔
で
シ
ー

ト
上
部
を
固
定
し
た
。
カ
ー
テ
ン
処
理
区

で
は
、
収
穫
時
の
果
汁
の
糖
度
に
は
差
は

な
か
っ
た
が
、
酸
度
は
無
処
理
区
よ
り
低

く
、
果
皮
の
着
色
程
度
は
有
意
に
高
く

な
っ
た
（
表
l
)
。

今
回
使
用
し
た
白
色
反
射
シ
ー
ト
は
幅

一
五

ocm
で
あ
る
た
め
、
作
業
の
横
方
向

へ
の
移
動
時
に
お
け
る
栽
培
管
理
上
で
は

問
題
と
な
る
と
考
え
ら
れ
た
。
そ
こ
で
作

業
性
を
改
善
す
る
た
め
、
用
い
る
白
色
反

射
シ
ー
ト
の
幅
と
果
実
品
質
に
つ
い
て
検

討
し
た
。
表
2
に
示
す
よ
う
に
、
収
穫
時

に
お
け
る
「
伊
豆
錦
」
の
果
汁
の
糖
度
と

酸
度
は
、
各
処
理
区
間
で
顕
著
な
差
は
認

め
ら
れ
な
か
っ
た
が
、
果
皮
の
ア
ン
ト
シ

ア
ニ
ン
含
量
は
一
五

ocm区
と
一

OOcm

区
で
、
五

ocmと
無
処
理
区
よ
り
有
意
に

高
か
っ
た
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
カ
ー
テ
ン

処
理
に
用
い
る
白
色
反
射
シ
ー
ト
は
、
五

ocm
の
幅
で
は
果
皮
の
着
色
促
進
効
果
が

少
な
く

‘-oocm以
上
で
認
め
ら
れ
る

果
汁
の
糖
度
と
カ
ラ
ー
チ
ャ
ー
ト
値
が
無

処
理
区
よ
り
有
意
に
高
か
っ
た
（
表

3
)
。

ま
た
、
二
年
間
に
わ
た
っ
て
果
皮
の
ア

ン
ト
シ
ア
ニ
ン
含
量
を
測
定
し
た
と
こ

ろ
、
カ
ー
テ
ン
区
が
も
っ
と
も
高
か
っ
た

（図

1
)
。
な
お
、
試
験
に
用
い
た
園
は
減

農
薬
栽
培
で
べ
と
病
な
ど
が
発
生
し
、
葉

に
か
な
り
の
被
害
が
出
た
。
そ
の
結
果
、

製
造
し
た
ワ
イ
ン
で
は
マ
ル
チ
処
理
区
で

も
赤
み
が
薄
く
な
っ
た
が
、
カ
ー
テ
ン
処

理
区
で
は
赤
ワ
イ
ン
の
色

意
調
を
呈
し
て
い
た
（
写
真

有で
③
）
。
ま
た
、
ワ
イ
ン
の

準％

色
調
で
も
カ
ー
テ
ン
処
理

5
 

は

区
に
お
け
る
四
二

onrn
ぉ

で

よ
び
五
三

O
n
m
で
の
吸
光

間卜ッベ

度
が
他
の
区
よ
り
高
か
っ

ァロ

た
（
表

4
)
。
ま
た
、
他

-
の
圃
場
に
お
い
て
赤
ワ
イ

な異

ン
用
品
種
「
メ
ル
ロ
ー
」

り

で
他
の
着
色
促
進
処
理
と

ょ

比
較
し
た
と
こ
ろ
、
カ
ー

こ
~, 定

テ
ン
処
理
区
が
環
状
は
く

検重多y
り

皮
処
理
区
や
ア
ブ
シ
ジ
ン

ke

あ

Tu

差

酸
肥
料
施
用
区
よ
り
果
皮
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今
後
の
展
望

最
近
、
梅
雨
な
ど
で
の
照
度
不
足
の
た

め
収
穫
時
に
お
け
る
糖
度
不
足
が
問
題
と

な
っ
て
い
る
「
シ
ャ
イ
ン
マ
ス
カ
ッ
ト
」

に
つ
い
て
も
カ
ー
テ
ン
処
理
に
よ
る
糖
度

テ
ン
の
存
在
が
邪
魔
に
な
る
と
い
っ
た
問

題
も
あ
る
が
、
カ
ー
テ
ン
幅
が
一

O
O
c
m

で
も
効
果
が
変
わ
ら
な
い
こ
と
を
確
認
し

て
い
る
た
め
、
あ
る
程
度
は
作
業
性
も
改

善
で
き
る
と
考
え
て
い
る
。

一
方
、
著
者
ら
は
白
色
反
射
シ
ー
ト
の

カ
ー
テ
ン
処
理
や
マ
ル
チ
処
理
に
よ
り
収

穫
時
の
ブ
ド
ウ
果
汁
に
お
い
て
、
い
く
つ

か
の
ア
ミ
ノ
酸
含
量
が
最
大
五

0
％
程
度

低
下
す
る
こ
と
を
確
認
し
て
い
る
。
し
か

し
、
ブ
ド
ウ
果
汁
は
糖
や
有
機
酸
な
ど
が

多
量
に
含
ま
れ
る
こ
と
か
ら
、
ブ
ド
ウ
の

味
覚
に
ほ
と
ん
ど
影
響
し
な
い
程
度
で
あ

る
と
考
え
ら
れ
る
。
カ
ー
テ
ン
処
理
な
ど

に
よ
っ
て
果
汁
中
の
ア
ミ
ノ
酸
含
量
が
低

下
し
た
要
因
は
、
緑
茶
で
ア
ミ
ノ
酸
を
増

や
す
た
め
に
遮
光
を
す
る
よ
う
に
光
強
度

が
高
す
ぎ
る
こ
と
に
よ
り
ア
ミ
ノ
酸
の
生

合
成
能
が
低
下
し
た
可
能
性
が
考
え
ら
れ

る
。ま

た
、
カ
ー
テ
ン
の
設
置
に
よ
り
湿
気

が
こ
も
る
心
配
も
あ
る
こ
と
か
ら
、
換
気

扇
で
園
内
の
空
気
を
撹
拌
し
た
り
、
カ
ー

テ
ン
を
し
な
い
箇
所
を
園
内
の
と
こ
ろ
ど

こ
ろ
に
設
け
る
な
ど
の
工
夫
が
必
要
で
あ

の
着
色
が
優
れ
て
い
た
こ
と
も
確
認
し
て

い
る
。

こ
の
よ
う
に
、
白
色
反
射
シ
ー
ト
の

カ
ー
テ
ン
処
理
は
ブ
ド
ウ
の
着
色
促
進
や

糖
度
上
昇
効
果
だ
け
で
な
く
、
シ
ー
ト
の

耐
用
年
数
が
伸
び
る
こ
と
か
ら
コ
ス
ト
面

で
も
有
効
な
方
法
と
考
え
ら
れ
る
。
シ
ー

ト
を
直
線
的
に
カ
ー
テ
ン
状
に
垂
ら
す
必

要
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
主
枝
が
直
線
状
に

配
置
さ
れ
る

一
文
字
型
、

H
字
型
、

W
H

型
の
短
梢
剪
定
や
垣
根
仕
立
て
な
ど
の
整

枝
法
以
外
で
は
カ
ー
テ
ン
処
理
が
難
し
い

と
い
っ
た
問
題
点
も
あ
る
。
一

方
、
最
近

注
目
さ
れ
て
い
る
ジ
ョ
イ
ン
ト
栽
培
で
は

カ
ー
テ
ン
処
理
が
可
能
で
あ
る
こ
と
か

ら
、
ナ
シ
や
カ
キ
な
ど
の
他
の
樹
種
で
も

適
用
可
能
と
考
え
ら
れ
る
。

今
後
は
、
長
梢
剪
定
な
ど
の
自
然
形
整

枝
法
や
立
木
栽
培
で
あ
る
カ
キ
な
ど
の
他

果
樹
に
も
応
用
で
き
る
処
理
方
法
を
検
討

し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

（
島
根
大
学
生
物
資
源
科
学
部
11

松
江
市

西
川
津
町
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六
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お
わ
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に
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う
。
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写真③ 各処理区から収穫したブドウで作ったワイン
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培栽J
 

ン才二ビ一ソ
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ネレ'‘, ベヵr響
す
影

ぽ
の

よ
理

お
処

こ
ノ

釦
デ

品
一

ン
カ

イ
る

ワ
け

上
昇
試
験
を
実
施
し
て
い
る
。

お
4
 

今
の
と
こ
ろ
、
収
穫
時
の
果
汁
表

糖
度
が
無
処
理
よ
り
高
ま
る
こ

と
を
確
認
し
て
お
り
、
糖
度
上
昇
効
果
も

期
待
で
き
る
と
考
え
て
い
る
。
こ
れ
に
つ

い
て
は
、
本
年
度
、
何
軒
か
の
農
家
で
実

証
試
験
を
実
施
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

白
色
反
射
シ
ー
ト
に
よ
る
マ
ル
チ
敷
設

で
は
、
ブ
ド
ウ
樹
の
棚
下
の
光
環
境
が
改

カーテン処理 マルチ処理 無処理

図 1 白色反射シートのカーテン処理が赤ワイン用ブ

ドウ「カベルネ・ソービニオン」の果皮アントシ
アンにおよぼす影響（左： 2011年、右： 2012年）

桃、梨、ブドウ、リンゴ、マンゴー、

柑橘類、柿、さくらんぼ、キウイ、

イチジク、ブルーベリー等に好評です

，，ー一

葉が厚くなり、枝に艶が出て

樹が強靭になり、果実の肥大、

糖度、品質の向上に貢献します

ア）レコーー）レ エキス 総酸度 吸光度
処理区 比重 pH 

（％） （％） （％） 420 nm 530 nm 

カーテン処理区 0.996 11. 9 3. 20 3. 55 0 67 0. 82 1. 26 

マルチ処理区 0.996 12. 5 3. 36 3. 55 0. 65 0. 67 0. 94 

無処理区 0.996 11. 8 3. 17 3. 54 0 65 0. 52 0.63 

蘊国
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求
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肩斗

出

↑

資
無

善
さ
れ
る
た
め
光

合

成

が

促

進

さ

れ
、
果
皮
の
着
色

が
促
進
さ
れ
る
と

考
え
ら
れ
る
。
一

方
、
今
回
紹
介
す

る
カ
ー
テ
ン
処
理

で
は
マ
ル
チ
よ
り

棚
下
の
光
環
境
が

良

好

と

な

る

た

め
、
よ
り
効
果
的

な
果
実
の
着
色
促

進
効
果
が
期
待
で

き
る
。
さ
ら
に
、

こ
の
カ
ー
テ
ン
処

理
で
は
反
射
シ
ー

ト
を
地
面
に
敷
設

し
て

い
な
い
こ
と

か
ら
栽
培
中
の
汚

損
が
軽
減
さ
れ
る
こ
と
に
よ
り
、
耐
用
年

数
も
伸
び
る
と
い
う
利
点
も
あ
る
。
な
お
、

薬
剤
散
布
時
に
は
マ
イ
カ
ー
線
な
ど
で
棚

線
な
ど
に
く
く
り
付
け
る
こ
と
で
、
農
薬

の
付
着
に
よ
る
汚
れ
は
か
な
り
軽
減
で
き

る
。
し
か
し
、
作
業
中
の
横
移
動
に
カ
ー
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